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「養豚衛生の実態調査」の目的および方法

調 査 実 行 委 員 会

「養豚衛生の実態調査」は、生産現場における

衛生問題とその対処法の実態について、養豚経

営者及び豚の臨床に携わる獣医師の方々を調査

対象者として実施したものです。調査は当研究

会「調査実行委員会」により、以下のように実

施しました。

１．調査の目的

生産規模が大型化する中にあって、衛生部門

の果たす役割はますます重要となっております。

現在、オーエスキー病やＰＲＲＳなどの新興・再

興疾病の国内発生、複合感染を伴う呼吸器病や

消化器病の多発、口蹄疫など海外伝染病の侵入

リスクの増大など多くの問題について解決を迫

られています。さらに、この度のＢＳＥ国内発生

以来、「食」の安全性に対する信頼が大きく揺ら

ぎ、養豚業界にとっても農場段階における安全

性確保のための衛生管理は重要な課題となって

おります。

こうした状況を踏まえ、生産者や獣医師が生

産現場で直面している衛生問題とその対処法の

実態について調査し、その結果を会員はじめ養

豚関係者の日常業務における参考資料として、

広く活用してもらうことを目的とし実施しまし

た。

２．調査の方法

調査はアンケート方式により実施することと

し、養豚経営者と獣医師にはそれぞれ設問内容

の異なる調査票を作成し、設問はできるだけ具

体的な内容となるよう配慮しました。調査は平

成１４年１～２月の間に行い、原則として郵送に

より調査票を配付し、郵送により調査票を回収

しましたが、一部の調査票については当研究会

員が配付と回収を行いました。

調査対象の養豚経営者は、経営規模の大小に

かかわらず主として繁殖・肥育の一貫方式によ

り豚生産を行っている当研究会員のほか、会員

から推薦のあった方の中から、原則として都道

府県当たりの豚の飼養頭数に応じて１名から数

名を無作為に抽出し協力して頂きました。また

調査対象の獣医師は、主に豚の臨床に携わって

いる全国の獣医師の方であり、当研究会員のほ

か、会員が推薦した方の中から無作為に抽出し

協力して頂きました。

３．調査結果の扱い

本調査に協力して頂いた方の住所・氏名及び

個票は公表しません。調査結果は協力者へお知

らせするほか、本研究会報に掲載することとし

ました（本号掲載）。なお、調査結果を引用する

にあたっては、当研究会により行われた実態調

査である旨を明記して下さい。

なお、本調査に関してご意見がありましたら、

当研究会事務局までお寄せ下さい。
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